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平成 24 年度通常総会を終えて 

                             ONSA 事務局長 藪下 延樹 

5月25日大阪大学中之島センターにおいて平成

24 年度 ONSA 通常総会を開催致しました。出席で

きなかった会員各位のために、通常総会及び ONSA

賞授与式・交流会の内容を簡単に紹介します。今

年度の通常総会は昨年度通常総会で議決した

ONSA が新公益法人制度改革における特例民法法

人から｢一般社団法人｣への移行方針に基づく新

しい定款案を議決する重要な総会となりました。 

通常総会は、大嶋専務理事の開会宣言を皮切り

に、豊松秀己会長の挨拶、本総会への参加者数の

確認（正会員 68名で委任状を含めて出席者 55名）

と進み、議長に豊松秀己会長を選出した。続いて、

豊松秀己議長の進行で以下の議事が進められた。 

① 議事録署名人の選出：遠藤睦雄、宮地秀和氏

が指名・委嘱された。 

② 第１号議案・平成 23 年度事業実施状況と収支

決算等（案）について藪下事務局長と小南局

長補佐から以下の説明があった。 

a.会員数の変動：-3（昨年度実績比 法人会員

-2、個人会員-1、賛助会員±0） 

b.広報活動： 

第 28 回｢みんなのくらしと放射線展｣（他の計 8

団体の共催事業）は、東京電力福島第一原発事

故を受けて、去年までのイベント的要素を抑え

て、今年度はセミナー形式とし、事前登録制で 

例年より 1 日短い 8 月 18～20 日の 3 日間大阪

科学技術センターで開催した。事前登録制であ

ったため参加者数は例年より大幅に少なく 306

名であった。（参考：H22 年度 15,669 名） 

ONSA ニュースの発刊 4 回（昨年より+1 回）、

電子媒体による速報を 13 回発刊した。 

ONSAホームページの閲覧数は年間約7,000件で

順調に伸びている。閲覧者数は平均値で、福島

第 1原発事故以前は約 15 人/日であったが、原

発事故直後約 30 人/日、4 月以降も約 20 人/日

をキープしている。 

c.技術研究会等開催事業：（ONSA 単独事業） 

 放射線科学研究会 3回、ＵＶ／ＥＢ研究会 3回、

放射線利用総合シンポジウム 1回、見学会 1回

を開催。計 8 件、参加者数延べ 317 名(昨年度

実績比：開催回数-1、参加者数+32 名)。 

 d.研究調査事業（受託研究）等：2件(ほぼ例年

通り) 

e.大阪府立大学コバルト 60 ガンマ線照射業務

への技術者の派遣 

 大阪府立大学との受託契約に基づき、協会職員

3 名（照射業務担当 1 名、受付業務担当延べ 2

名）を派遣した。(ほぼ例年通り) 

f.収入合計：23,096,471 円（23 年度予算比

+461,371 円） 

g.支出合計：22,431,043 円 (23 年度予算比

+300,343 円） 

h.当期収支差額：+665,428 円（23 年度予算比

+161,028 円） 

i.原発事故に伴う放射能測定業務等収入が貢

献して当初予算より少し多い黒字となった。 
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ｊ. “ONSA 賞”は 23 年度約 68 万円の予算を組

んだが、予定対象数 2件に対して、該当が 1件

に留まり、約 40 万円を次年度に執行延期する

ことになった。 

 監査結果の報告：西田監事から独自の監査及び

友近公認会計士事務所の監査報告書に基づき、

「適正」の報告。 

第 1号議案は承認された。 

 

③ 第 2号議案・平成 24 年度事業計画（案）と予

算書（案）について藪下事務局長と小南局長

補佐から説明があった。 

a. 事業計画内容は、研究調査受託収入の減少

が見込まれるので、縮小均衡型で、ほぼ例年通

りである。 

b. “ONSA 賞”は今年度約 68 万円の予算執行を

計画している。その結果、次年度への繰り越し

は約 100 万円となった。 

c. 収入合計：20,734,630 円（前年予算比

-1,900,470 円） 

d. 支出合計：20,028,480 円 (前年予算比

-2,102,220 円） 

e. 当期収支差額：706,150 円（前年予算比

+201,750 円） 

第 2 号議案は承認された。 

 

④ 第 3号議案・定款第 13 条の規程に基づく新理

事に関する件（案）について大嶋専務理事か

ら説明があった。 

内容は浅野副会長の高齢化に伴う退任の対応

として、奥田理事に副会長をお願いする。ま

た、ONSA が一般社団法人移行に伴い監事の権

限強化・負担の増大に対応するために、従来

理事をお願いしていた路熊駒三氏を監事へ、

監事をお願いしていた西田昌宏氏を理事へ交

代する。他は参加団体の定期人事異動等に合

わせたものである。 

第 3号議案は承認された。 

 

⑤ 第 4 号議案・一般社団法人移行に伴う定款変

更の案について藪下事務局長から説明があっ

た。 

内容は従来の定款内容を可能な限り生かし

て、文面は行政庁の指導に沿うものとした。 

本議案が承認されると、ONSA は行政庁へ移行

申請を行い、平成 25 年 4 月 1 日には一般社

団法人へ移行される見込みである 

第 4号議案について、承認された。 

 

⑥ 第 5 号議案・一般社団法人移行に伴う定款に

定める会費の件（案）について藪下事務局長

から説明があった。 

内容は第 4 号議案で承認された一般社団法人

定款第 7 条で定める会費を従来から施行され

ている内容に追認する事務的なものである。 

第 5号議案は承認された。 

  

⑦ 第 6 号議案・役員の報酬規程の案について藪

下事務局長から説明があった。 

内容は第 4 号議案で承認された一般社団法人

定款第29条第1項で定める役員の報酬規程を

従来から施行されている内容に追認する事務

的なものである。 

第 6号議案は承認された。 

 

⑧ 報告事項・ONSA 賞授与について大嶋専務理事

から説明があった。 

23 年度応募・推薦件数 2件について、選考委

員会が候補者を選定して、研究発表と質疑応

答を実施した結果下記授賞者を決定した。 

応用研究・開発部門 加道雅孝（日本原子力

研究開発機構・サブリーダ） 

｢レーザー励起X線源を用いた軟X線顕微鏡に

よる細胞内小器官のその場観察技術の開発｣ 

 

以上で、通常総会の議事が予定通りに終了し、引

き続いて ONSA 賞授与式を行った。 

 

ONSA 賞授与式では豊松秀己会長が加道雅孝氏

へ表彰状と副賞を授与した。 

 

交流会は、総会終了後、参加者全員が 9階サロ

ンに移動し、豊松会長による開会の挨拶と大阪府

立大学地域連携研究機構放射線研究センター長
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奥田修一新副会長の乾杯により開始した。会員の

方々、参与の皆様方と有益な懇親会を滞りなく終

了することが出来た。これも偏に会員各位のご協

力の賜物と、ここに厚く御礼申し上げます。 

 

平成 23 年度オンサ賞報告 

                             ONSA 専務理事 大嶋 隆一郎 

平成 23 年度オンサ賞応用研究・開発部門授賞

者は加道雅孝氏（日本原子力研究開発機構・サブ

リーダー）に決定しました。授賞式を平成 24 年

度通常総会後に行い、豊松会長より同氏に賞状な

らびに研究助成金目録（20 万円）を授与いたしま

した。 

審査は平成 24 年 1月 31 日に公募を締切り、選

考委員会で書類による一次審査、口頭発表による

二次審査を経て、最終候補者を決定し、理事会、

総会で承認を受けました。 

なお、今回は基礎研究部門には応募者がなく、

対象者無しとなりました。 

 

 

授賞式で豊松会長より賞状に続いて目録を授

与される加道雅孝氏 

 

応用研究・開発部門 

授賞研究内容 

「レーザー励起Ｘ線源を用いた軟Ｘ線顕微鏡に

よる細胞内小器官のその場観察技術の開発」 

生命科学の究極の研究目的の一つに、生体の基

本単位である細胞の機能を明らかにすることが

あります。近年の蛍光標識技術の進展により、光

学顕微鏡による細胞の機能発現観察技術の進歩

には目覚ましいものがありますが、光学顕微鏡で

はその物理的解像度に制約があり、一方、高解像

度の電子顕微鏡では細胞全体の観察が困難であ

り、しかも電子線の透過可能な薄い切片にしなけ

ればならないという課題があります。 

軟Ｘ線顕微鏡は、光学顕微鏡よりも遥かに高い

20nm 以下の解像度を有し、またＸ線の透過性は電

子顕微鏡よりも大きいので、細胞全体の透視観察

が可能となります。特に細胞の主要元素である炭

素には吸収されやすく、細胞周囲の水には殆ど吸

収されない特徴を有する「水の窓波長軟Ｘ線（2.3

～4.4nm）」の軟Ｘ線顕微鏡は、生きている細胞の

内部構造（細胞内小器官）を「その場観察」出来

る技術として期待されています。しかしながら、

撮影に際して細胞内運動による解像度の低下や

放射線影響を避けるためには、1 マイクロ秒以下

の短時間露光が要求され、非常に高輝度の短パル

ス軟Ｘ線源が必要となります。従来技術では線源

輝度が足らないために軟Ｘ線顕微鏡といえども、

細胞を凍結して長めの露光を行う手法が用いら

れ、本来の意味の「その場観察」は実現していま

せんでした。 

授賞者らは、（独）日本原子力研究開発機構（関

西光科学研究所）が保有する高強度、高品質レー

ザービームを金属薄膜（金・窒化シリコン二層構

造）に集光させて生成する高温高密度プラズマか

ら放射される高輝度短パルスＸ線（レーザー励起

Ｘ線）を用いることにより、世界で初めて 1ナノ

秒以下の短時間露光で培養液中の生きている細

胞の細胞内小器官をその場観察出来る技術を開

発しました。 

選考委員会では、生体機能の「その場観察」に

道を拓いたという観点から、この功績は大変大き

くオンサ賞応用研究・開発部門授賞に値するもの

と判定いたしました。なお、選考委員会の付帯意

見として、「当研究における加道氏の功績は大変

大きいと認められますが、研究成果は線源開発部

門ならびに細胞試料を提供した奈良女子大学の

研究グループの協力無しには得られなかった可


